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今
月
の
表
紙

人権啓発シリーズ
　　～一緒に考えよう、子どもの人権～
【地域の見守りと声かけで救われる子どもがいる】

　あなたは、近所の子どものことを、どれくらい知ってい

ますか。

　子どもへの虐待は、家庭という密室で起こります。

　そのため、地域の人の通告や、その後の見守りがとても

大切になってくるのです。

普段からあいさつをするなど、地域の子どもたち、そし

て、親たちとのコミュニケーションを大切にし、子どもた

ちを『地域の宝』として、みんなで見守っていきましょう。

ＧＷに親子で体験！
カヌー教室

　５月１日～６日、くにの松原キャンプ場横の町営益
丸プールにおいて、毎年恒例となったカヌー教室が開
催されました。連日、午前の部・午後の部ともに多く
の親子連れでにぎわいを見せていました。
　年々参加者が増えているカヌー教室ですが、未体験
の方もまだまだ多いはずです。皆様、来年のゴールデ
ンウィークにいかがでしょうか。とても楽しそうです！

25 2015.5 広報おおさき


